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　平岩地区のお正月の恒例行事となった「ど

んど焼き・たこあげ大会」が1月12日、お倉

ケ浜で行われました。青竹とカヤで作られた

高さ7メートルのやぐらに正月の飾りなどを

入れて焼く「どんど焼き」と手作りの「たこ

あげ大会」。寒い中で遊んだ後は、あったか

くて甘いぜんざいで体を温めました。
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@
安
全
快
適
な
活
力
あ
る

奮
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す

日
向
市
長

　一　一，

赤
　
木
　
欣
　
康

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
第
十
三
代
日
向
市
長
と
し
て
市
政
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
行
政
に
対
す
る
期
待
を
身
に
し
み
て
感
じ

た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
市
政
各
般

に
わ
た
り
順
調
に
運
営
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
昨
年
同
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
め
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
二
月
の
三
日
前
市
長
の
急
逝
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
で
の
幕
開
け

で
あ
り
ま
し
た
が
、
財
光
寺
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
お
倉
ケ
浜
の
「
日
本
の
渚
百
選
」
選
定
、

中
国
潅
坊
市
と
の
友
好
都
市
締
結
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
9
6
宮
崎
大
会
囲
碁
大
会

の
盛
況
な
ど
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
．
ま
た
、
口
向
市
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
の
国
の
補
助
調
査

の
実
施
や
、
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
校
、
そ
し
て
年
末
に
は
待
望
の
東
九
州
自
動
車
道

延
岡
～
西
都
線
が
整
備
計
画
路
線
へ
格
上
げ
に
な
る
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
幕
を
閉
じ
、
本
市
に
と
の

ま
し
て
市
制
四
十
五
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
い
な
る
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
、
本
年
も
新
た
な
決
意
の
も
と
に
、
本
市
の
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り

ま
す
］
鉄
道
高
架
と
市
街
地
開
発
事
業
L
「
細
島
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
事
業
」
「
財
光
寺
南
土
地
区
画
整

理
事
業
」
を
柱
に
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安
全
快
適
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
、
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
、
「
清
潔
、

公
平
、
誠
実
、
思
い
や
り
」
を
信
条
に
、
市
民
の
皆
様
と
の
対
話
と
協
調
を
基
調
と
し
な
が
ら
「
う
る
お

い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

’

、
「

曾

◎新年のごあいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
市
議
会
は
、
改
選
後
、
早
く
も
二
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
私
た
ち
市
議
会
に
課
せ

ら
れ
ま
し
た
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
を
認
識
し
、
市
政
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
過
な
く
越
年
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
の
賜
物
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
年
明
け
早
々
に
村
山
内
閣
総
辞
職
に

よ
る
橋
本
新
内
閣
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

二
月
初
め
に
現
職
市
長
の
急
逝
と
い
う
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
青
天
の
へ
き
れ
き
と

で
も
言
う
べ
き
事
態
が
発
生
し
、
市
民
一
同
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
選
挙
、
さ
ら
に
、
初
め
て
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
制
に
よ
る
国
政
選
挙
と
、
慌
た
だ
し

い
平
成
八
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
年
の
瀬
も
押
し
詰
ま
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
国
幹
審
に
お
け
る
東
九

州
自
動
車
道
延
岡
．
西
都
間
五
十
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
一
括
し
て
整
備
計
画
路
線
に
昇
格
と
い
う
朗
報

は
、
目
向
市
民
に
と
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
上
も
な
い
励
み
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、

ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
「
一
日
の
計
は
朝
に
あ
り
、
】
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
。
「
新
年
」
は
、
過
去
の
も
ろ

も
ろ
の
事
柄
に
区
切
り
を
つ
け
、
心
機
一
転
再
出
発
す
る
機
会
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
節
目
で
あ
り
ま

す
。
平
成
三
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
第
三
次
総
合
計
画
も
前
期
五
力
年
基
本
計
画
を
終
了
し
、
昨
年
か
ら

平
成
十
二
年
度
ま
で
の
後
期
計
画
へ
と
推
移
い
た
し
ま
し
た
。
内
外
の
政
治
・
経
済
・
社
会
情
勢
は
、
誠

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
議

員
一
同
、
決
意
も
新
た
に
「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
そ
し
て
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」

実
現
の
た
め
に
、
市
当
局
と
一
体
と
な
っ
て
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
ご
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
こ
鞭
燵
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

「
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

全
力
を
傾
注
し
ま
す

日
向
市
議
会
議
長

野
　
別
　
知
　
秀
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特
集
　
東
九
州
自
動
車
道
整
備
計
画
路
線
へ

高
速
自
動
車
道
の
実
現
に
向
け
て

4

JR日豊本線

昨
年
十
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道

建
設
審
議
会
（
国
幹
審
）
に
お
い
て
、
基
本
計
画
路
線
で
あ
っ

た
東
九
州
自
動
車
道
の
延
岡
－
西
都
間
（
五
十
九
キ
ロ
）
が
、

整
備
計
画
路
線
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
九

州
自
動
車
道
の
実
現
に
｝
歩
近
づ
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

同
時
に
、
九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡
線
の
延
岡
－
矢
部
間
（
七

十
三
キ
ロ
）
が
、
基
本
計
画
路
線
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
海

の
玄
関
ロ
「
細
島
港
」
を
有
す
る
日
向
市
に
と
っ
て
、
高
速
道

路
の
整
備
は
、
人
的
交
流
・
物
的
流
通
等
の
機
能
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
今
後
は
、
早
期
着
工
に

向
け
て
、
更
な
る
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は

平
岩
・
秋
留
区
付
近

　
計
画
に
よ
る
と
整
備
計
画
路
線
に
格

上
げ
さ
れ
た
延
岡
－
西
都
間
は
、
既
に

用
地
…
貝
収
、
L
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

東
九
州
自
動
車
道
西
都
－
清
武
問
を
延

長
し
、
門
川
町
北
端
の
国
道
一
つ
号
延

岡
南
道
路
ま
で
を
結
ぶ
も
の
で
す
．
そ

の
間
、
高
鍋
町
、
都
農
町
、
日
向
市
、

門
川
町
の
四
カ
所
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
設
畳
．
設
計
速
度
は
時
速
百
キ
ロ

で
、
将
来
四
車
線
に
拡
幅
す
る
ま
で
の

間
、
二
車
線
を
整
備
す
る
総
事
業
費
約

一．

ｱ
一
．
一
百
四
卜
億
円
で
す
．

　
目
向
市
を
走
る
高
速
道
路
は
、
1
1
知

屋
、
庄
手
区
の
西
側
か
ら
富
高
・
西
川

内
を
通
り
塩
見
・
中
村
区
に
抜
け
、
平

国道10号
県道細島港線

日向インターチェンジ

国道327号

一
三催

聖
一一

｡＝

岩
・
秋
留
区
か
ら
曙
区
、
原
区
、
幸
脇

西
区
、
美
々
津
・
余
瀬
区
、
別
府
区
、

落
鹿
区
を
通
り
東
郷
町
へ
抜
け
る
全
長

約
十
七
キ
ロ
で
す
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
は
、
秋
留
付
近
に
な
り
ま
す
．
、

細
島
港
の
整
備
と
合
わ
せ

人
流
・
物
流
の
拠
点
づ
く
り
に

　
今
同
の
国
幹
審
で
は
、
東
九
州
自
動

車
道
延
岡
－
西
都
間
と
合
わ
せ
て
、
同

清
武
－
北
郷
間
f
八
キ
ロ
が
同
じ
く
整

備
計
画
路
線
に
、
同
延
岡
－
大
分
県
蒲

江
間
四
十
七
キ
ロ
、
日
南
－
串
間
間
二

十
ニ
キ
ロ
及
び
九
州
横
断
自
動
車
道
延

岡
線
の
延
岡
－
熊
本
県
矢
部
間
七
十
三

キ
ロ
が
基
本
計
画
路
線
に
格
上
げ
さ
れ

’
ま
し
た
．
、

　
こ
れ
に
よ
り
、
東
九
州
自
動
車
道
と

九
州
横
断
自
動
車
道
延
岡
線
が
交
差
す

▼

　　ゴ

噸
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
．

人
流
・
物
流
の
拠
点
と
な
る
細
島
港

る
県
北
地
区
は
、
扇
の
要
に
な
り
、
そ

の
中
心
に
細
島
港
が
あ
り
ま
す
。

　
細
島
港
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
向
け
て

地
理
的
に
最
も
適
し
て
い
る
港
で
す
。

　
平
成
九
年
度
で
は
、
耐
震
バ
ー
ス
の

建
設
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
高
速
交
通
網
の
整
備
と
合
わ
せ
、

東
九
州
の
人
流
・
物
流
の
拠
点
と
し
て

細
島
港
の
地
位
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

早
期
着
工
の
た
め
に

延
岡
南
道
路
の
利
用
促
進
を

　
高
速
道
路
の
整
備
手
順
は
、
ア
定
路

線
か
ら
基
本
計
画
路
線
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
経
て
、
今
回
の
整
備
計
画
路

線
と
な
り
ま
す
．
整
備
計
画
路
線
格
上

げ
後
は
、
建
設
大
臣
が
行
う
施
工
命
令

を
受
け
て
、
工
事
に
着
工
し
ま
す
。

　
今
後
、
工
事
の
早
期
着
工
の
た
め
に

J
b
、
　
井
胞
工
ム
叩
A
P
に
山
凹
感
り
一
」
官
口
民
一
体
を
一

な
っ
た
運
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．
そ
の
た
め
に
も
、
東

九
州
自
動
車
道
の
一
部
と
な
る
「
国
道

一
〇
号
延
岡
南
道
路
」
の
利
用
促
進
を

図
り
、
地
．
兀
の
熱
意
を
示
す
必
要
が
あ

り
ま
す
．
．

　
市
で
は
、
延
岡
南
道
路
の
回
数
券
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
の
早
期

着
工
の
た
め
に
も
、
便
利
で
お
得
な
回

数
券
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
東
九
州
自
動
車
道
、
延
岡
南
道
路
回

数
券
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
企
画
課

（
倉
内
線
2
2
1
5
）
へ
．
、

5



図書館の

館開

新
し
い
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

そ
ん
な
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

6

「

日
向
市
立
図
書
館
が
、
春
原
町
の
旧
保
健
所
跡
に
一
月
十

日
開
館
し
ま
し
た
。

こ
の
図
書
館
は
、
約
一
億
七
千
五
百
万
円
を
か
け
て
改
修

工
事
を
行
い
、
旧
図
書
館
と
比
べ
機
能
性
・
利
便
性
が
ま

す
ま
す
向
上
し
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
る
充
実
し

た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
図
書
館
を
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　≡ミ

◎

嫡

ム
恐

イ
ー

恥
噺

　　

@
』

身
体
の
不
自
由
な
方
や

子
ど
も
の
利
用
に
も
配
慮

　
今
回
、
開
館
し
た
図
書
館
は
、

蔵
書
数
が
約
六
万
冊
、
延
床
面

積
が
旧
図
書
館
の
約
．
・
六
倍

に
な
っ
て
い
て
、
四
十
ム
［
収
容

の
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
．
．

　
一
階
は
、
児
童
図
書
コ
ー

ナ
ー
、
　
一
般
図
書
コ
ー
ナ
ー
、

郷
ヒ
資
料
コ
ー
ナ
ー
及
び
貸
し

出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
や
書
庫
な

ど
．
．
二
階
は
、
座
敷
∴
字
習
机

を
多
く
設
け
た
．
般
図
書
コ
ー

ナ
ー
、
お
は
な
し
の
部
屋
等
の

ほ
か
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

社
会
教
育
相
談
室
、
青
少
年
問

題
協
議
会
室
が
あ
り
ま
す
．

　
館
内
は
、
随
所
に
市
民
の
交

流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
、
身
体

の
不
自
由
な
方
々
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
音
声
誘
導
装
置
を

澗

は
じ
め
、
ス
ロ
ー
プ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
を
設
け
ま
し
た
．

　
ま
た
、
書
架
や
フ
ロ
ア
は
、

木
の
温
も
り
を
生
か
し
、
優
し

い
作
り
に
な
っ
て
い
ま
す

　
図
書
の
貸
し
出
し
・
返
却

は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
電
算

化
に
よ
り
、
端
末
機
で
即
時
検

索
が
で
き
、
利
用
者
サ
r
ビ
ス

の
向
ヒ
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
し
る

・
各
種
コ
ー
ナ
ー

■
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

　
郷
し
に
関
す
る
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
．
調
べ
物
の
あ
る
方

で
．
目
明
の
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
利
用
は
、

館
内
に
限
り
ま
す
の
で
、
貸
し

出
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
．

■
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

　
入
り
口
近
く
に
、
新
し
い
新

‘σ

　
，

、
－

11

）

▲図書の貸し出し・返却を

　行う中央カウンター

＜各図書コーナーに設置

　された利用者端末機

●
・

聞
と
雑
誌
を
お
い
て
い
ま
す
．

　
雑
誌
の
貸
し
出
し
は
、
最
新

号
の
前
号
の
も
の
か
ら
で
き
ま

す
．
新
聞
の
以
前
の
も
の
が
見

た
い
方
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．
．

■
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

　
絵
本
や
物
語
、
そ
の
他
の
子

ど
も
本
、
ま
た
紙
芝
居
な
ど
を

お
い
て
い
ま
す
．

　
子
ど
も
た
ち
に
本
を
貸
し
出

す
と
き
は
、
持
ち
帰
り
や
す
い

よ
う
に
黄
色
の
「
お
通
い
バ
ッ

グ
」
を
貸
与
し
ま
す
．
、

■
お
は
な
し
の
部
屋

　
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
話
し
、

紙
芝
居
な
ど
を
す
る
部
屋
で
す
、
、

　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
四
時
か

ら
、
こ
こ
で
お
話
し
会
を
行
っ

て
い
ま
す
一
．
小
さ
い
子
ど
も
か

ら
大
人
の
方
ま
で
、
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。

で

青少年問

題協議会

’

．
「
ヒ

■
口

【
．
｝
．
－

9

「塾

猷
F

、

’　　．

’
．

．
、

視聴覚
ライブラリー

一般コーナー

書庫
郷土資
料＝〕一

ナー

’

・
響
剛

冒
，

「
　
一

㌔【

館内あんない

2階

冒

おはなしの部屋
会議の

部屋

育
談

教
相
室

エレ
ベーター

W，C
W，C

一般コーナー

1階

館長室事務室

子ども⊃一ナー

かウンター

レ
低
い
書
架
を
配
し
た

　
子
ど
も
図
書
コ
ー
ナ
ー

團

W．C

工しべ一
ター「

W．C

一般コーナー
　　　　新聞
　　　　雑誌

入0

日間市立図書館
日向市春原町1丁目47番地
TEL54－1919　FAX　54－5444

。
命

一一 @　　　●開館時間●　　一一一

火曜日～金曜日　午前9時～午後6時30分

土曜日・日曜日　午前9時～午後5時

　　　　　　●休館日●

エ国民の休日

　（ただし5月5日と11月3日は除く）

2臨月6日・月月4日

β月曜日

　（ただし1乏．と重なるときはその翌日）

4毎月1日

　（ただし月曜日と重なるときはその翌日）

512月28日～1月4日

．．一 @●貸出期間・貸出冊数●一一一．一

一人15日閤以内・5冊まで

　図書館は、どなたでも無料で利用できま

す。図書の貸し出しを受けたいときは、ひ

とりに1枚お渡しする「図書館利用カード」

を借りたい図書と一緒にカウンターペお出

しください。

　また、読みたい本が無い場合のリウエス

トや、学校、事業所、自主的な活動グルー

プへの団体貸し出しも行っています。
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ズ
ー
2
凋
議
絵
報
告

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

救
急
救
命
士
の
体
制
づ
く
り
奄
強
化

8

平
成
8
年
第
4
・
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
1
2
月
2
日
か
ら
1
9
日
ま
で
の
1
8
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
初
日
、
専
決
処
分
の
承
認
1
件
（
一
般
会
計
補
正
予
算
）
、
人
事
案
件
1
件
、

条
例
1
件
、
事
件
決
議
3
件
（
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
2
件
と
財
産
の
取
得
）
、

補
正
予
算
7
件
、
決
算
認
定
1
0
件
が
、
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
追
加
議
案
と
し
て
条

例
4
件
と
補
正
予
算
6
件
の
計
3
3
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お

り
承
認
、
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

条
例
関
係

日
向
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
条
例
は
、
日
向
・
門
川
・
東
郷

地
域
の
住
民
の
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

に
努
め
て
い
る
消
防
機
関
の
職
員
の
定

数
を
、
2
人
増
員
す
る
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
近
年
、
救
急
業
務
に
お
け
る
救

急
救
命
士
の
養
成
・
専
従
化
が
急
務
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
そ
の
体
制

づ
く
り
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
教
育
機
関
の
定
数
に
つ
い
て

も
、
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
職

員
の
配
置
に
つ
い
て
、
定
数
の
枠
内
で

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
適
止
な
職
員
の
配

置
が
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
日
向
市
の
職
員

定
数
を
維
持
し
な
が
ら
、
各
部
局
間
で

の
調
整
に
よ
り
増
員
、
減
員
と
す
る
も

の
で
、
4
月
－
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

事
件
決
議

辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

市
内
に
は
、
鵜
毛
、
田
の
原
、
余
瀬

の
3
地
区
が
辺
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
辺
地
の
公
共
的
施
設

の
計
画
的
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
法
律

に
よ
り
財
政
上
の
特
例
措
置
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
蓑
毛
地
区
の
農
業
集
落
楽
壇

鶏
日
の
平
線
の
整
備
と
田
の
原
地
区
の

消
防
機
庫
及
び
防
火
水
槽
の
整
備
を
行

う
に
当
た
り
、
総
合
整
備
計
画
を
定
め

ま
し
た
．
．

建
て
替
え
ら
れ
る
田
の
原
の
消
防
機
庫

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
消
防
機
材

の
高
能
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
、

　
そ
の
よ
う
な
中
、
救
助
工
作
車
の
老

朽
化
が
著
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
の

で
、
近
代
装
備
を
備
え
た
救
助
工
作
車

を
購
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

黒
木
正
一
さ
ん
の
任
期
が
、
1
2
月
1
5
日

を
も
っ
て
満
～
と
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
税
務
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
黒
木
さ
ん
は
、
市
農
業
委
員
、
口
向

農
協
理
事
、
日
向
地
区
農
業
共
済
組
合

理
事
、
口
向
市
森
林
組
合
理
事
を
歴
任

さ
れ
、
特
に
不
動
産
価
格
な
ど
固
定
資

産
の
評
価
に
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
．
一

金
の

告
は
お

め
に

市
県
民
税
の
申
告
は
2
月
1
7
日
～
3
月
1
7
日

平
成
9
年
度
の
「
市
県
民
税
」
「
所
得
税
」
の
申
告
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。
市
県
民
税
は
、
2
月
1
7
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
い
と
児
童
手
当
、

保
険
給
付
、
保
育
所
入
所
、
奨
学
金
貸
付
、
母
子
栄
養
強
化
事
業
な

ど
の
住
民
と
し
て
の
特
典
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
支
障
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

　
平
成
9
年
1
月
ユ
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

平成9年度市県民税申告相談所開設日程表

ず
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で

前
年
中
（
1
月
～
1
2
月
）
に
事

業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
こ
の

ほ
か
の
事
業
）
や
給
与
所
得
（
賃

金
な
ど
）
、
公
的
年
金
な
ど
の

所
得
、
資
産
所
得
（
利
子
・
配

当
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
）
な

ど
が
あ
っ
た
人
で
す
．
、

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
人
や
平
成
8
年
分
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
人

◆
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

移
動
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
移
動
申
告
相
談
を

別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
口
時
に
相
談
を
受
け
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
．
．
昨
年
の
会
場
と
一
部
変
更

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く

確
か
め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
．
．

　
特
に
、
市
役
所
で
の
申
告
相

談
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
2

月
1
6
日
（
税
務
相
談
等
の
窓
口

事
務
は
2
月
1
7
日
か
ら
）
か
ら

3
月
1
7
日
ま
で
で
す
。
日
向
市

で
は
、
2
月
2
4
日
か
ら
2
8
日
の

5
日
間
（
午
前
9
時
～
午
後
4

時
）
、
市
中
央
公
民
館
で
受
け

付
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
、
2
月
1
6
日
以
前

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
を
正
し
く
早
め
に
提
出
す
る

と
、
税
金
の
還
付
も
早
め
に
な

り
ま
す
．
、
な
お
、
申
告
書
は
郵

送
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

月日 曜 時間 地　　　　　区 場　所

217 月 9：31ト15：30

中付・新財llf・丁．豪日・鳥の巣・誕

�E永田・罹現原
異甘婦欠：り家

18 火 9：3〔［～15．30
北町・都町・L町・本町・中町・甫町’

�ｴ・広見・蕃原・高見僑通・．・奏原町

1
9 水 9：30～15：30

本谷・西川内・日向台・花ケ丘・迎

m園・東草場・西苧：場
中央公民館

20 木 9：30ヨ5：30 梶木・梶木町・庄手・大王谷・大王町

2
1

金 9：30～15：30 亀崎東・亀崎中・亀崎南・向江町

24 月 9：30～15：30
宮のヒ・高々谷・八幡・庄手向・地

｠・吉野川・清正・八坂・伊勢・畑浦
細島公民館

25
火 9：30－15：30

原町・鶴町・新生町・高砂町

26 水 9：30～15：30
浜町・伊勢ケ浜・中堀町・平野町・

R手町・堀一方・平野・深溝

27 木 9：30～15：30
曽根町・塩田・塩円団地・占旧・永

]町・永江

日明屋公民館

28 金 9：30～i5：30 江良町・公園通；〕・萄の山田地・長江団地

3．3 月 9：30～15：30
遠見・幸脇・飯谷・駅通り・石面・

V町・立縫・別府・余瀬
美々津公民館

4 火

9：30－15：30 宮の下・高松・落鹿

13：30司5：30 出の原 lHの原公民館

5 水 9：30ヨ5：30
美砂・曙・本宮・秋留1秋留地区は、

P咽の比良公民館も・J「｝
南師1訟民館

6 木

9：30－15＝30 笹野東・笹野中・笹野西・金ケ浜

9：30～15：30 鵜毛・橡木 鵡毛公民館

7 金 9：30～15：30 切島山1区・切島山2区
切島山2区

�ｯ館

且0 月 9：30～15：30 往還・往還町・III下・山下町 往還公民館

I
I

火 9：30司5：30
松原・沖町・比良・比良町・川路団

n・秋留
比良公民館

12 水 9：30～15：30

1
3

木 9：30～15：30

1
4

金 9：30～15：30

ヒ記期日までに申告できなかったノ、 中央公民館

1
7

月 9：30司5130

　指定日に申告できない人は、次の会場へどうぞ。

　　2月18日～2月21日／中央公民館

　　2月25日～2月28日／日知屋公民館

　　3月12日～3月17日／中央公民館

　申告期間中は、職員が相談会場に出向くため、市

役所ての申告相談はできません。
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市役所は容代表

52－2111

（

工
版
9
年
度
の
入
札
参
加

市
の
工
事
等
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
方
へ

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

業
務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
ま
た
は
見
積
り

に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
「
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
要
領
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
対
象
及
び
有
効
期
間

　
建
設
工
事
　
土
木
・
建
築
・

電
気
・
水
道
（
管
）
・
諦
装
・
塗

装
・
造
園
・
板
金
な
ど
　
平
成

9
年
9
月
1
1
1
～
平
成
1
0
年
8

月
3
1
日

、
、
業
務
委
託
一
測
量
・
設
計
・

補
償
・
調
査
・
警
備
・
清
掃
・

運
搬
・
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
　
平
成
9
年
9
月
l
H
～
平

成
1
0
年
8
月
3
1
日

・、

D㌔

E
物
品
購
入
等
－
印
刷
・
事
務

用
品
・
電
化
製
品
・
記
念
品
・

被
服
・
自
動
車
な
ど
　
平
成
9

年
4
月
i
日
～
平
成
1
1
年
3
月

31

〈
申
請
書
の
様
式
と
添
付
書
類
〉

◇
建
設
工
事
田
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
日
向
地
区
建

設
業
協
会
容
5
2
1
4
1
3
8
に

あ
り
ま
す
）
と
予
一
［
事
経
歴
書

②
営
業
所
一
覧
才
へ
過
技
術
者
経

歴
書
〔
聖
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
筍
．
建
設
業
許
可
証
明
書
へ
6

目
向
市
税
の
｛
許
否
証
明
書
（
法

人
の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者

個
人
の
両
方
）
　
建
賦
業
退
職

金
共
済
制
度
加
入
証
書
ま
た
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加

入
証
書
【
8
1
新
規
申
請
で
法
人
組

織
の
場
合
は
登
記
薄
謄
本
す
使

用
印
鑑
届
⑩
年
間
委
任
状

※
予
一
一
（
ぜ
は
写
し
で
可

．、

黶A

ﾆ
務
委
託
E
建
設
省
の
統
一

様
式
の
串
・
請
書
（
建
設
省
宮
崎

r
事
事
務
所
容
0
9
8
5
1
2
4

1
8
2
2
1
に
あ
り
ま
す
）
と

【
r
測
量
等
実
績
調
書
7
、
経
営
規

模
等
総
括
表
③
技
術
者
経
歴
書

④
営
業
所
一
覧
表
⑤
各
業
種
の

許
可
証
⑤
日
向
市
税
の
完
納
証

明
書
（
法
人
の
場
合
は
、
法
人

と
代
表
者
個
人
の
両
方
）
⑦
新

規
申
請
で
法
入
組
織
の
場
合
は

登
記
簿
謄
本
⑧
使
用
印
鑑
届
夏

年
間
委
任
状

※
①
～
⑦
は
写
し
で
可

◇
物
品
購
入
等
1
1
日
向
市
が
指

定
す
る
様
式
の
申
請
書
（
市
契

約
管
理
課
に
あ
り
ま
す
）
と
↑

日
向
市
税
完
納
証
明
吾
（
法
人

の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者
個

人
の
両
方
）
②
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
簿
謄
本

よ
年
間
委
任
状

※
争
ノ
と
②
は
写
し
で
可

　
受
付
は
、
2
月
－
日
か
ら
2

月
2
8
日
差
で
（
ヒ
・
日
曜
H
及

び
祝
祭
日
を
除
く
）
の
、
㍗
前

9
痔
か
ら
1
1
時
ま
で
と
乍
後
－

時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で
で
す
。

申
請
書
は
、
市
内
の
業
者
は
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．
．
そ
の

ほ
か
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
．
一

　
詳
し
く
は
、
市
契
約
管
理
課

　
（
倉
5
4
1
5
7
6
1
）
へ
。

’F岩地蔵尊大祭

　平岩地蔵尊大祭が、3月2日か

ら4日まで開催されます。この祭

りでの一番の呼び物は、日本・の

やぐら餅つき（2日・3日）です。

皆さんも餅つきに参加しませんか。

一
　
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

　
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る

一
疾
病
等
を
サ
ポ
ー
ト

　
医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保

持
増
進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
が
、
使
用
す
る
と
き
万
全
の

注
意
を
払
っ
て
も
な
お
、
副
作

用
の
発
生
を
防
庄
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
救
済
制
度
は
、
医
薬
品

を
適
正
に
使
用
し
た
に
も
カ
カ

わ
ら
ず
副
作
用
に
よ
る
健
康
被

害
（
入
院
を
必
要
と
す
る
程
度

の
疾
病
ま
た
は
障
害
、
死
亡
）

が
発
生
し
た
場
合
に
、
医
療
費
、

医
療
手
当
、
障
害
年
金
、
障
害

児
養
育
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺

族
一
時
金
及
び
葬
祭
料
の
諸
給

付
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
健
康

被
害
の
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
，

　
制
度
の
仕
組
み
を
解
説
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
請
求
用
紙

を
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
医
薬
品
副
作
胴

被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機

構
（
〒
㎜
東
京
都
千
代
田
区

’
霞
ヶ
関
3
1
3
i
2
新
羅
ヶ
関

ビ
ル
9
階
容
0
3
－
3
5
0
6

1
9
4
1
1
）
へ
a
．

一
　
小
型
特
殊
自
動
車
の
区
分
の
変
更

　
該
当
車
を
所
有
す
る
方
は

　
早
め
に
届
け
出
を

　
今
年
の
1
月
－
日
か
ら
、
小

型
特
殊
自
動
車
の
区
分
が
次
の

よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
型
車
か
ら
小
’

型
車
に
変
更
さ
れ
る
自
動
車

は
、
市
で
の
登
録
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
該
当
す
る
自
動
車
を
所
有
す

る
方
は
、
早
め
に
登
録
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
，
．

長さ（m） 幅（m） 高さ（m） 最高速度lkm） 総排気蜀の

現　行 4．7以下 1．7以下 2．0以下 15以下 1．5以下

改正後

農耕用 制　　　限　　　な　　　し 35未満 制限なし

小型特殊 4．7以ド 1．7以ド 2．8以下 15以下 制限なし

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
通
行
規
割
刺

56

、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
へ

　
2
月
に
は
「
延
岡
西
日
本
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
「
1
1
向
ひ
ょ
っ

と
こ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、
次

10

、

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進しています

の
日
智
」
開
催
ン
、
、
れ
ま
す
．

　
こ
れ
に
よ
り
会
場
周
辺
で
道

路
の
通
行
規
制
が
行
わ
れ
ま
す

の
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
、

　
一
　
’
　
・
　
　
．
　
　
　
、
　
・

　
日
時
　
2
月
三
日
【
1
1
〕
午

前
1
1
時
か
ら
午
後
2
時

　
コ
ー
ス
　
延
岡
市
役
所
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
、
原
町
交
差

占
…
を
折
り
返
し
の
国
道
1
0
号
線

日
時
　
2
月
2
3
日
〔
日
一
干

与
9
時
か
ら
午
後
－
時

八
コ
ー
ス
・
細
島
工
業
港
付
近

の
臨
港
道
路
、
港
の
森
公
園
か

ら
御
三
ケ
浦
海
岸
ま
で
の
道
路

還
暦
式
の
一
」
桑
内

第
2
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を

お
祝
い
し
ま
す

　
市
は
、
次
の
要
領
で
「
還
暦

式
」
を
行
い
ま
す
．
．

・
日
時
3
月
9
日
（
日
）
午

前
9
時
3
0
分
受
付
・
1
0
時
開
会

　
会
場
　
市
中
央
公
民
館

一
内
容
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
式
典
、
講
演
（
講
師

　
落
語
家
・
桂
歌
春
）

．、

C
、
対
象
　
昭
和
1
1
年
4
月
2
日

～
昭
和
1
2
年
4
月
－
日
生
の
方

　
申
込
方
法
　
1
2
月
2
7
日
現
在

で
住
民
冊
示
の
あ
る
方
に
は
、
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
．
．
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
7
日
ま

で
に
「
郵
便
は
が
き
」
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い

㌧出番です
】市女性消防団員募集

期間一2月1日（土）～2月28

（ただし、土、日曜口を除く

時30分から午後5時まで。郵

ついては、当日消印有効）

場所＝日向市消防本部総務課

人員二25人程度

資格一．①18歳以上45歳くらい

健康な女性、②市内に居住ま

務していること、③3年以上

能な人（就職していても可）

概要．．消防団本部付として、

初め式や操法大会など消防団

参加、独居老人宅の防火訪問

予防等の広報活動を行う

等＝男性団員と同様に報酬、

当、衣服の貸与などあり

方法＝消防本部に備え付けの

用紙に必要事項を記入のう

真（3×4cm）を添付して提

ください

・問い合わせ　消防本部総務

団係（日向市大字日知屋11
－　1實52－2　8　4　0）

女性の皆

・
．
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
社

会
教
育
課
（
含
内
線
2
4
2
3
）

　
第
9
回
ヨ
向
市
レ
ケ
リ
⊥
．
．
／
．
．
〆
祭

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
生
涯
ス
ポ
：
ツ
推

進
の
一
環
と
し
て
、
第
9
回
日

向
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を

開
催
し
ま
す
．
、
競
技
種
目
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
．
、
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
、
．

　
ヴ
ラ
ウ
ン
ト
・
ゴ
ル
フ

◇
日
時
…
3
月
2
日
（
日
）
午

前
9
時
受
付
・
9
時
2
0
分
開
会

◇
会
場
一
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園

多
目
的
広
場

◇
チ
ー
ム
編
成
ー
ー
チ
ー
ム
4

～
6
人
で
、
年
齢
制
限
は
な
し
．
．

た
だ
し
、
子
ど
も
だ
け
の
場
合

は
、
小
学
生
以
上
と
し
ま
す

◇
競
技
方
法
1
1
8
ホ
ー
ル
×
2

回
を
2
チ
ー
ム
で
回
っ
て
競
う

個
人
戦
と
団
体
戦

か
参
加
料
．
無
料

∴
・
申
込
期
限
一
2
月
2
4
日
（
月
）

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・、

A
日
時
．
予
選
リ
ン
ク
戦
　
3

月
1
7
日
（
月
〕
～
1
9
日
（
水
）
、
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
　
3
月
a

日
（
金
）
の
午
後
7
時
3
0
分
開
始

（
夜
間
リ
ー
グ
）

　
．
会
場
　
日
向
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー

　
．
チ
ー
ム
編
成
．
ー
チ
ー
ム
4

～
6
人
で
、
（
P
女
子
3
9
歳
以
「

②
女
子
4
0
歳
代
③
女
子
5
0
歳
以

上
及
び
初
心
者
④
男
女
混
成
の

各
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
競
技

　
参
加
料
　
無
料

r
申
込
期
限
　
2
月
2
8
日
（
金
）

．
．
問
い
合
わ
せ
．
市
社
会
体
育

課
蒼
内
線
2
4
5
3
）

第
5
回
市
民
友
好
交
古
』
員
募
集

友
好
都
市
・
灘
坊
市
へ

行
き
ま
せ
ん
か

　
世
界
的
に
有
名
な
離
坊
市
の

「
た
こ
あ
げ
大
会
」
が
、
今
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も

参
加
し
て
、
難
坊
市
民
と
友
好

を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
．
旅
行
日
程
　
4
月
1
8
口
（
金
）

～
2
4
口
（
木
）
の
7
日
間
．
、
た
こ

あ
げ
大
会
観
覧
の
ほ
か
、
北
京
、

上
海
の
観
光
も
予
定

く
募
集
人
員
．
口
向
市
民
1
5
人

（
学
生
を
除
く
1
8
歳
以
上
の
方
）

◇
旅
行
経
費
－
約
1
7
万
5
千
円

※
た
だ
し
、
中
国
の
事
情
で
、

若
．
十
の
変
更
が
あ
り
ま
す

◇
募
集
期
間
．
2
月
1
0
日
（
月
〕

～
2
0
日
（
木
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す

◇
申
込
・
問
い
合
わ
せ
．
－
日
向

市
・
離
坊
市
交
流
促
進
協
議
会

事
務
局
　
市
総
務
課
（
倉
内
線

2
2
2
2
）

11



而　…
丁

γ
　
辱

．
、
斗

ギ
・

了
二
二

7

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
寮
に
入

所
し
て
い
る
黒
木
ハ
ヤ
さ
ん
が
1
月
1
0

　
　
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。

赤
木
市
長
は
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
」
と
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。
黒
木
さ
ん
は
コ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
し
と
笑
顔
で
答
え
、
こ
の

麦
、
赤
木
市
長
と
一
緒
に
サ
ク
ラ
の
木

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

樹記日

りました今年も寒い中
　
新
春
恒
例
の
初
泳
ぎ
大
会
が
1
月
1

口
早
朝
、
金
ケ
浜
で
行
わ
れ
、
子
ど
も

を
含
む
3
6
人
が
参
加
し
、
一
年
の
健
康

と
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
準
備
体
操
後
、
日
の

出
前
に
海
に
入
り
、
雲
の
上
に
朝
日
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
と
「
バ
ン
ザ
イ
、
、

ン
ザ
イ
」
。
初
泳
ぎ
の
後
は
、
温
か
い

ぜ
ん
ざ
い
で
体
を
温
め
ま
し
た
。

　
1
1
月
1
4
口
、
自
浜
余
島
磯
場
に
お
い

て
発
生
し
た
水
難
事
故
で
、
早
期
に
救

助
活
動
に
当
た
っ
た
7
人
に
、
市
は
1

月
1
3
日
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
．

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）
．
．
▽
江
藤
巧
▽
江
藤
道
典

▽
柏
田
卓
（
以
上
、
梶
木
）
▽
黒
木
重
満

（
山
下
）
▽
黒
木
豊
継
（
庄
手
）
▽
黒
木
巧

▽
渡
部
常
良
（
以
ヒ
、
門
川
町
）

1口

王入

何日です月成発新
　
成
人
の
日
式
典
が
1
月
1
5
日
、
市
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
H
向
市
の
新
成
人
者
は
、
男
偏

人
、
女
調
人
の
計
中
人
。

　
式
典
で
は
、
新
成
人
者
を
代
表
し
て
、

清
水
雄
二
さ
ん
と
松
田
智
さ
ん
が
」

日
も
早
く
、
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
、
ま

た
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま

す
し
と
、
折
言
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
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■
ひ
む
か
人

0
「
O
Q
O
m
l
⊂
コ

自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め
に

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
廃

材
で
、
き
れ
い
な
滝
の
絵
な
ど
を
描
い

て
い
る
の
は
、
深
溝
区
の
安
達
實
さ
ん

で
す
。

　
「
昔
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

浜
を
清
掃
し
て
い
る
と
き
、
そ
こ
に
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
で
何
か
で
き
な
い
か
な

と
、
思
っ
た
の
が
最
初
の
き
っ
か
け
で

し
た
」
。

　
安
達
さ
ん
は
、
2
0
年
ほ
ど
前
か
ら
、

地
区
内
の
荒
浜
や
米
の
山
を
清
掃
し
て

き
て
い
ま
す
。
集
め
た
ゴ
ミ
は
、
そ
の

場
で
燃
や
す
か
、
袋
に
詰
め
て
ゴ
ミ
出

し
場
に
出
し
て
い
ま
し
た
．
．

　
し
か
し
、
4
カ
月
ほ
ど
前
、
こ
の
ゴ

ミ
で
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
昔
、

映
画
館
の
看
板
な
ど
を
描
い
て
い
た
安

達
さ
ん
は
、
そ
の
廃
材
で
絵
を
描
く
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。

　
安
達
さ
ん
の
作
品
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
ガ
ラ
ス
な
ど
を
小
さ
く
切
っ
た

り
、
砕
い
た
り
し
て
、
そ
れ
を
厚
紙
を

亀

曽

三．

」
～

ξ

．
9
4
、

7『
き、謙

　
、

薄

、

㌻タ竃蟹エ’

，
L㌃覧

＼

．
ゴ

紘
・
鮨
．

　
　
　
　
’

　
　
～
　
　
　
〆
ノ
■
メ

　
　
、
　
　
　
．
〆
／

L
　
　
〆

　
　
　
　
　
　
へ

貯
＼
，

　
　
「
、
．

．
4
・
．

　
　
　
チ

，
ノ

實さん

慌
．
．
達

／

　
ξ
　汐
蔑
噛
」

、
・
心

．
↑

。
、
獣

帯廃材で絵を描く

は
っ
た
ベ
ニ
ヤ
板
の
し
に
は
り
付
け
て

い
く
と
い
う
も
の
一
、
」
す
、

　
「
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
は
、
お
店
に

行
け
ば
い
く
ら
で
も
手
に
入
り
ま
す
，

私
の
場
合
、
色
を
探
す
の
に
、
海
や
山

ヘ
ゴ
ミ
を
探
し
に
行
く
ん
で
す
よ
」
と

｛
女
座
遂
レ
ご
ん
．

　
海
や
山
に
は
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
も

の
が
落
ち
て
い
る
と
、
安
達
ン
ご
ん
は
．
．
．
．
u

い
ま
す
一

　
現
在
、
完
成
し
て
い
る
絵
は
、
お
せ

り
の
滝
や
矢
研
の
滝
な
ど
1
1
作
［
㎎
起

体
的
で
、
色
鮮
や
か
な
そ
れ
は
、
絵
の

具
や
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ
て
も
描
け
な
い

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
．

　
「
私
が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な

絵
を
描
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
ね
．
．
な
ぜ
な
ら
、
私
が

絵
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
ゴ
ミ
が
減
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
か
ら
一
．

　
安
達
さ
ん
は
、
美
術
展
な
ど
を
開
い

て
、
自
分
の
絵
を
多
く
の
人
に
見
て
も

安達さんが廃材で描いた
　　「おせりの滝」

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、

ほ
か
の
人
に
も
自
然
環
境
を
保
護
す
る

た
め
に
、
自
分
に
も
何
か
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ほ
し

い
と
　
．
．
．
口
い
ま
す
．

　
「
日
向
市
は
、
．
見
と
て
も
き
れ
い

に
見
え
ま
す
が
、
山
の
中
や
海
の
中
に

．
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
空
き
缶
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
が
た
く
さ
ん
散
ら
ば
っ
て

い
ま
す
．
一
人
ひ
と
り
が
、
も
っ
と
自

覚
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
か
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
き
れ
い
な
日
向
市
を

守
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

安
達
さ
ん
は
、
自
然
環
境
の
保
護
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
，

●日向市の人口動能●
’山、

H9．i．1．現在
1 「勺前月夢

人　　口 58，952人 〔十　．1D

男 27，939人 〔十　241

女 31．Ok3人 1十　17｝

世帯数 20．905世帯 （十40）

●12月中の交通事故●
日向rl∫分 ； 1内は前月比

人身事故死　亡 負傷者 物損事故

2ユ件　　3人 23人 142件

（±0）（＋3） （一3） （＋29）

一止まって確認、 無事故に挑戦一

●愛のご寄付旧称略｝●

社会福祉協議会扱分 12月31日現在

故　　　　人 喪　主 地　　区

康　田　佳　江 明　昭 ノk臼：町

坂　本　　　進 内田節∫． 新生筑

前　田　　　働 1［三　∫・ 堀一一旧

態　［　録　司 敦　了． 新　旧r

小　田　賢一郎 「乗　　　’
u、乃　1’ 権現原

禍　ノじ　身　行 勇 松　眠

目　川　桂　f 　　PVツ1・ 禿　砂

一＝　輪　ナ　ル 政　弘 春原町∫

評ボ　本　次　助 住　江 清　IE

甲　斐　妙　〕㌃ 手1」夫 庄　r

松　本　ヒデゴ． 止　昭 中　七

子　L　徳次郎 il庫マスエ 宮のL
Ii

e　旧　ミツヨ 守　［ト1 堀．一方

ill本　勢久雄 　　ρ�V1． 花ケ丘

広　鳥　　　治 典．　ゴ・ 比良田

平　イ｛豊　ゴ・ 敏　之 曙

松　ノじ　光　康 フヂエ 花ケ「正

河　野　君　「・ 仲　衛 切島山2

金　井　清　光 富　ゴ． 水　江

●2月の相談日程●

交通事故巡回相談
と き■2月201i｛イΩ

10：3（レー】1＝3D

と二ろ■市中油滴翼廊’ζ

人権・行政相談
と き■2月121R水〕

】0：IYI～15：（m

ところ■市中央公民館
無料法律相談 （要予約）

と き■2月13H〔木）

ところ■市社会福祉協雨区会
L十jjム完■君52－　2　5　7　2

年金巡回相談
と き■2月12日剛Q

m：〔1〔1一．15：00

ところ■占＝少年ホーノ、

●なるほど市役所セミナー●

◇とき；2月27［」 1イく一r後7時3〔｝分一

◇場所＝市中央公民館・第 1
研修室

◇内容二日向市の議会を矧ろ う

～議会のしくみ～

13



「諺ζ滋1
　　　／
　　／　　　梶木の神楽面

文化財についての問い合わせば市社会教育課君内線2425へ

　
何
か
と
慌
た
だ
し
い
年
末
を
過
ご

し
、
よ
う
や
く
お
と
そ
気
分
も
ぬ
け

て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
新

年
早
々
す
ば
ら
し
い
発
見
が
あ
り
ま

し
た
、

　
梶
木
公
民
館
か
ら
、
な
ん
と
江
戸

時
代
の
神
楽
面
が
四
面
も
見
つ
か
っ

た
の
で
す
．
、
こ
れ
ら
の
面
は
、
木
彫

り
の
も
の
で
精
巧
に
作
ら
れ
て
い

て
、
内
側
に
は
ノ
ミ
の
跡
が
く
っ
き

り
と
残
っ
て
い
ま
し
た
．
、
外
側
は
、

ノ
ミ
で
形
を
削
っ
た
後
を
r
寧
に
磨

い
て
仕
上
げ
て
い
て
、
表
面
の
塗
料

は
は
げ
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
部
分

的
に
赤
や
白
、
黒
な
ど
の
塗
料
が

残
っ
て
い
ま
し
た
，

　
区
長
公
民
館
疑
の
江
藤
浪
次
郎
さ

ん
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
面
は
毎
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
じ
ん
し
ぞ

旧
暦
の
ト
一
月
十
七
口
の
海
神
社
と

同
月
．
．
卜
八
日
目
霧
島
神
酒
大
祭
に

奉
納
さ
れ
る
神
楽
舞
い
の
と
き
に
使

わ
れ
て
い
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
第

皿
．
次
大
戦
後
に
神
楽
が
舞
わ
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
忘
れ
ら
れ
が
ち
に
な
っ

て
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
四
面
の
う
ち
の
一
つ
に

は
、
天
保
十
．
一
二
八
四
＝
年
の

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
ほ
か
の
三

面
に
は
天
保
十
四
年
の
文
字
が
見
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
も
そ
ん

れ
ま
す
、
、
作
者
と
し
て
は
「
當
村

ち
よ
　
う
ニ
う
　
　
　
え
　
と
う
　
セ
　
す
ほ

凋
工
　
江
藤
喜
助
」
と
い
う
人
の

名
前
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
．
、
た
だ

名
前
以
外
の
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
不

明
で
す
が
、
昔
か
ら
神
楽
面
の
製
作

を
専
業
に
し
た
人
は
お
ら
ず
、
地
元

の
器
用
な
人
が
作
っ
て
い
た
よ
う
で

す
、
、
恐
ら
く
喜
助
も
そ
う
し
た
人
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
。

　
宮
崎
県
は
「
神
話
の
国
」
と
も
呼

ば
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
江
戸
時
代
の

神
楽
面
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

古
い
も
の
で
は
室
町
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
［
向
市
に
限
れ
ば
、
こ
う
し

た
占
い
時
代
の
神
楽
面
が
発
見
さ
れ

る
の
は
と
て
も
珍
し
い
こ
と
で
す
。

　
年
明
け
か
ら
縁
起
の
よ
い
ニ
ュ
ー

ス
を
お
伝
え
し
ま
し
た
，

（梶
ﾘ
公
民
館
で
見
つ
か
っ
た
江
戸
時
代
の
神
楽
面
）

畑
ン

　
　
嚇想勘’

乞

－
か
・

，
が
》

　
成
人
の
口
を
迎
え
て
、
大
人
と
し

て
の
責
任
や
義
務
な
ど
の
重
み
を
感

じ
て
い
ま
す
．
、
夢
は
、
海
外
旅
行
。
ア

メ
リ
カ
に
行
っ
て
、
思
い
つ
き
り
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
き
た
い
で
す
ね
。

春山　大介さん
’　　　（日向台）

黒木美帆さん
　　　（堀一方）

　
「
こ
れ
で
本
当
に
大
人
の
仲
間
坐

り
を
し
た
な
」
と
実
感
し
ま
し
た
．
、

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
行
動
に
責

任
が
も
て
る
よ
う
、
よ
く
考
え
て
行

動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　1

　公職の候補者は、当該選挙の各開票区における選挙
人○簿に登録さ○た者の中から、本人の承諾を得て、

開票立会人となるべき者1人を定め、その選挙の期日

前3日までに、市町村の選挙管○委員会に届け出るこ
とができる。　　　　　　　　　　　（法第62条）

　上の○にはどんな文字があてはまりますか？答えを
ハガキに書いて　〒883E｝向市本町10番5号　日向市

役所選挙管理委員会あて2月1D日までにお出しくださ

い。正解者多数のときは、抽選で3人の方に記念品を
さしあげます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話番号を
はっきり記入してください。

　12月号は「名」「び」「で」が正解で、応募12人、正

解12人でした。抽選の結果次の方に記念品を差し上げ
ます。（敬称略）

①藤本　鈴子（花ケ丘）　．②黒木　敏子（江良町）

③長友　敏子（切島山2）

15

河野友久・敬子さん家の

わんぱくくん（本宮）

ようへい

陽平くん
　　（2歳11ヵ月）

　ウルトラマンティガのテ

レビやヒデオに夢中な陽平

くん。病気なんかせずに、

元気な子どもに育ってね。

日向①わんはく窃ζん匿5やん

那波哲也・由美さん家の

　おてんばちゃん

　　　　　（高見橋通り）

み　ほ

美帆ちゃん
　　　〔［鐸蔑5ヵ月1

　少しわかままを言ったり、

自分をアピール始めた美帆

ちPん。このまま元気に，素

直な優しい子に育ってね，

保留地売却一覧表

「

　　　　　　．墓．．

蜘講轟

●

自主学習グループ　ふれあいコーラス　⑫

　私たちは、中央公民館講座を経て、平成8年2

月置ら自主学習グループとして活動している「ふ

れあいコーラス」と言います。歌うことが好きな40

歳代から70歳代までの．女性が集まっています，

練習は、第1と第3木曜日の月2回、’i＝前10時か

らll時30分まで中央公民館で行っています。発声

法など基礎から指導してもらい、健康づくりにも

つながっていますよ、今は、2月15日の「中央公

民館まつり」に向けて練習中です。

　私たちの目標は、ト1向市に合唱の輪を広げるこ

とです。歌の好きな皆さん、私たちと．一緒に歌い

ませんか．興味のある方は、市中央公民館（倉53

－6867）までご連絡ください，

ボ「．．

街区番号 面　積 用途地域 間［ 奥行 備　考

① 28街区8番
（約100坪）

R31．00m’
準」業地域 約17．5m 約19．om

前面道路9．Om

燗ｹ付

② 29街区4番1号
（約62坪）

Q06．24m三
準．喋地域 約15．7m 約14．om

前面道路6．om

p地

③ 38街区7番
（約249坪）

W23，38m2
準工業地域 約23．om 約33．3m

前面道路25．om

ｳ日地

④ 38街区10番
（約206坪）

U81．53m2
準工業地域 約30，lm 約22．5m

前面道路6脚

p地

《見取図》

餌
3

4

国道10号繰

　
　
弛

□＋　
　
肛

　
市
で
は
、
亀
崎
北
ヒ
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す
。

　
売
却
す
る
の
は
、
左
の
表
の
4
カ
所

で
す
、
一
購
入
希
望
の
方
は
、
住
民
票
、

納
税
証
明
書
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
市

区
．
画
整
理
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
．
．

電
話
及
び
文
爵
で
の
申
し
込
み
は
、
受

孟
’
ア

伽

伽

樋

伽

時動
切

不
踏

塵1に

田口
雷2

曾
1

け
付
け
ま
せ
ん
．
、
申
し
込
み
者
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
市
区
．
画
整
理
課
（
容
内

線
2
7
2
1
・
つ
＝
一
2
2
）
ま
で
．
．

◇
受
付
期
間
目
2
月
1
0
日
〔
月
）
～
2

月
2
1
H
（
金
｝

※
た
だ
し
、
ヒ
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す

市
の
保
留
地
を
売
却
し
ま
す
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す’こやか広場
市民健康管理センター（倉内線2181・2182）

●乳幼児の健康診査 ●保健婦だより

　3か月児健診嚇2翁曜H・第1金1瑚1．
［1　　山芋◇2月14日、　28日　　　　 13：00－13：30受f寸

場　所◇日向市健康管理．ll『〔君内線2181・2182）

対　象◇平成8年ll月生まれ

　フか月児健診吻凋lIl［レ

日　時◇2月21日（金）　　13：00～14：00受付

工易　　所〒◇【Il自」1†fi建康管理；三∫〔倉1ノヨ辛泉2181・2182）

対　象◇平成8年7月生まれ

　1歳児健康相談廓，．llI同
ii　　｝卜与◇2∫llgli〔刀（ナ　　　　　　9：3〔）～10：00受fj’

場　所◇日向市健康管理ll．〔倉内線2181・2182）

対‘　象◇LF成8年1月生まれ

　1歳6か月児健診晦qU［q．
日　時◇2月20日（木｝　　　13：00－14：00受付

歩易　　F斤◇LI　lrrJllf健彦獲管理；　（容1勾糸泉2181・2182）

対　象◇平成7年7月生まれ

　3歳児健診：毎月lli小

【1時◇2月7日〔金）　　13：00～14：00受イす

場　所◇i1向市健康管理能田［1・1保健所盈525101）

対　象◇’F成5年10月生まれ

●2月の休日在宅医

3ヵ月児・フヵ月一健康診査

・身体、II．測「身艮・体．重1

・問　　診

（欝欝舗
・小児科医診察
・集け甘旨」尊

無二ご獣）

1歳児健康相談
・身体1詩．測　　・問診

・育児相談
　．育児，」；防接種について

・栄養指導

（灘麟こついつ

1歳6カ月児・3歳児健康診査

・身体計測・問診

・内科診察
・歯科庸多劣｛・集卜r甘旨ヰ葬

※母子健康手帳も忘れずにμ

浦．ヒ医院（内・外・胃腸科雪522936｝稲原医院〔眼程容5222｛｝9）

角交島り丙二三　〔精神　・E勺　・左気身寸糸口干千君54　68011

妊産婦・乳幼児のいる

　　　　　ご家庭の皆さんへ

2目

9L】

11目

16日

23日

黒木医院（内科雪526055）尾崎眼科〔雪52560〔｝｝山元医院〔小児

手十君536066｝　三ヶレ己医院〔整タト・理三テ言参療f十日525557｝

甲斐医院〔外・胃腸科君535〔｝〔｝0｝　児．「ヨケ皇院〔小児科君522530）　安

部医院q勺・循環器季卜君534788｝

和田病院〔内・外・放・脳外科552D｛l11）　緒ノ∫内科｛内・呼吸・循

∫畏｝｝穿千十君53　6333｝　　卜日叫q1艮f十　〔君52　4｛lo9）

三股病院〔内・外・整外・胃腸科目58〔｝｛13．1〕萩原眼科｛雪637222｝

今給黎医院〔内・循環器科君5・i24591　、1｝尾医院1外・産婦日干：ト君63

1447）

　平成9年4月から法律の改正に

伴い、これまで県iモ体で行ってき

ました母r関係の各事業が、市町

村iモ体で行うことになりました、

これにより、現在、日向保健所で

実施している母親学級の日程・会

場等が変更になります，

　また、母f健康手帳の別冊につ

いている「妊婦一般健康診企受診

票〔ふじ色1」及び「乳児一般健

康診査受診〔ピンク色）」の有効

期限が、平成9年3月31日までと

なり、乳幼児健診庄に3歳児健

診｝の実施時期・内容なと“にも変

更が出てきます．．

　なお、対象者の方には、後日、

個別に通知します、．

　また、皆さんには具体的な内容

が決まり次第、広報紙等を通じて

お知らせします。

　この件につきまして詳しく知り

たいノ∫は、市民健康管理センター

までお問い合わせください。

　　　　　第2回

国土保全を考える集い

　この集いは、「森は海の恋人、み

んなでまもろう森とむら」をテーマ

に、森林・農地の持つ公益的機能に

ついて、川ヒ・川下で相互の認識を

深めていくために開催するものです．．

◆と　き　211・1日〔火）13：30～

◆ところ　東郷町総合文化センター

◆参加費　無料

※当番医が変ることがあります。テレホンサービス（容53－1214）で確認を。

憩ゆうが・7喘

■発行　平成9年1月20日発行

■編集　日向市企画課広報統計係

　　　〒棚日向市本町10番5号

　　　雪0982－52－2111

■印刷　藤屋写真印刷株式会社
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